
，ヽ、ｊｏ．３０９ 佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心 がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。

編集と発行／〒０３９ペア青森県下北郡佐井村大字佐井字糠森２０佐井村役場企画調整課 容Ｏ恆０８）２帽

「

ピ

カ

ピ

カ

の

一

年

生

で

す

」

＝
村
内
各
小
中
学
校
入
学
式
＝このぼうし、何で黄色いの‥ ‥ ？

小学校つてどんなトコなんだろう？

今 月 の 紙 面

２～ ３ 平成 ７年度予算

４～ ５ わいどの広場

６～ ７ あし らせ

８～ ９ 教育だより

１０～１１ 交母だより

１２～１３ 保健婦だより

１４～１５ 税務・年金だより

１６～１７ フォトライブラリー

１８ ＜らし の情報

戸籍の窓口



平成７年度予算 前年度比２９．４％増

３３ 億 ５．６ ５３ 万 ８ 千 円

（一般会計）

「
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
、

健
康
で
明
る
い
豊
か
な
村
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

去
る
三
月
村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
七
年
度
佐
井
村
一
般
会

計
予
算
並
び
に
特
別
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
予
算
編
成
基
本
方
針
は
、
地
方
財
政
計
画
及
び
佐
井
村
振
興

計
画
並
び
に
過
疎
地
域
活
性
化
計
画
に
基
づ
き
、
明
る
く
住
み
良
い
、

活
力
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
を
推
進
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め

具
体
的
な
施
策
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

本
年

度
の

主

な
事
業

■
生
活
環
境
の
整
備
と
地
域
の
安
全
対
策

道
路
整
備
・
福
浦
川
目
線
整
備

・
古
佐
井
大
町
支
線
新
設

除
排
雪
対
策・
除
電
機
械
整
備

消
防
施
設
整
備
・
防
火
水
槽
新
設
（
空
地
用
矢
越
・
原
田
地
区
）

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
整
備
（
磯
谷
・
福
浦
地
区
）

災
害
防
止
対
策
・
急
傾
斜
地
対
策
事
業
負
担
金
（
原
田
地
区
）

一

保
健
医
療
と
福
祉
の
充
実

健
康
医
療
対
策
・
婦
人
の
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

・
母
子
保
健
及
び
乳
幼
児
は
つ
ら
つ
育
成
事
業

・
老
人
保
健
事
業

環
境
衛
生
対
策
・
斎
場
整
備

・
不
燃
物
処
理
場
及
び
ご
み
焼
却
場
改
修
工
事

社
会
福
祉
対
策
・
名
種
福
祉
団
体
活
動
費
補
助



・村民一人あたりの予算額 ９６２，５８６円（７２２，９４６円） Ｏ は前年度

総 務 費 民 生 費 衛 生 費 農林水産業費 商 工 費 土 木 費

八

消 防 費 教 育 費 公 債 費 諸 支 出 金

予 備 費

そ の 他

１３６，０９６円

（１２７，１９０円）

７６，１７７円

（７０，４９０円）

９２，０４５円

（１４１，１３０円）

９０，２１５円

（８２，２４４円）

５７，３２５円

（２８，６９８円）

３２，７５５円

（ ｏ円）

５４，５６４円

（４８，０６５円）

２５８，７７２円

（６５，９４４円）

１２５，４４９円

（１１５，６４７円）

３９，１８９円

（６０，６７７円）

・
重
度
心
身
障
害
者
・
母
子
家
庭
等
児
童
医
療
費
扶
助

老
人
福
祉
対
策
・
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

・
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
リ
フ
ト
設
置

・
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
費
助
成

児
童
福
祉
対
策
・
青
年
の
船
参
加
費
補
助

・
青
少
年
健
全
育
成
推
進
事
業

■
産
業
振
興
対
策

漁
港
整
備
・
長
後
漁
港
局
部
改
良

・
福
浦
漁
港
漁
村
総
合
整
備
事
業
実
施
計
画
策
定

・
漁
港
負
担
金
（
牛
滝
・
磯
谷
・
佐
井
・
矢
越
漁
港
）

水
産
推
興
対
策
・
地
先
型
増
殖
場
造
成
事
業
負
担
金

・
漁
場
開
発
事
業
補
助

農
業
推
興
対
策
・
い
き
い
き
村
づ
く
り
特
別
対
策
事
業

・
中
山
間
活
性
化
推
進
事
業

林
業
推
興
対
策
・
森
林
総
合
整
備
事
業

・
小
規
模
治
山
事
業
（
笹
鼻
沢
）

・
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

観
光
地
場
産
業
振
興
対
策

・
企
業
誘
致
対
策
事
業

・
観
光
物
産
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
事
業

・
観
光
ル
ー
ト
整
備
事
業

■
教
育
・
文
化
の
振
興
対
策

教
育
施
設
整
備
・
佐
井
中
学
校
校
舎
増
改
築
事
業

・
教
職
員
住
宅
整
備
（
磯
谷
小
・
佐
井
中
）

・
長
後
小
グ
ラ
ン
ド
整
備

社
会
教
育
事
業
・
八
幡
堂
遺
跡
発
堀
調
査

・
特
別
天
然
記
念
物
食
害
対
策

・
三
上
剛
士
郎
物
語
出
版
事
業

保
健
対
策
事
業
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
補
助
事
業

特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

三
億
〇
、
九
一
八
万
円

医
療
費
の
支
払
い
や
、
み
な
さ
ん
の
健
康
管
理
の
た
め
の
必
要

経
費
を
扱
う
会
計
。

老
人

保

健

特
別

会

計

二
億
六
、
四
五
七
万
円

壮
年
期
か
ら
疾
病
予
防
、
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
、
老
人
医
療

費
を
扱
う
会
計
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

二
億
六
、
五
四
三
万
円

清
潔
な
飲
料
水
を
供
給
す
る
た
め
、
水
道
施
設
の
建
設
や
維
持

管
理
を
扱
う
会
計
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

二
億
一
、
二
四
六
万
円

健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
公
共
用
水
域
及
び
海
辺
の

水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
下
水
道
施
設
の
建
設
や
維
持
管
理
を
扱

う
会
計
。



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画調整課まで

ご連絡ください。

熱

演

！

福

浦

の
歌

舞

伎

＝
福
浦
稲
荷
神
社
祭
典
＝

福
浦
地
区
に
約
百
年
前
よ
り
伝

わ
り
、
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
の

指
定
を
受
け
て
い
る
「
福
浦
の
歌

舞
伎
」
が
、
今
年
も
四
月
十
日
の

祭
典
で
上
演
さ
れ
、
大
漁
を
願
い

役
者
た
ち
の
熱
演
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

会
場
の
福
浦
地
区
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
に
は
、
地
区
の
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
ま
た
県
外
か
ら

の
見
物
者
も
訪
れ
、
福
浦
芸
能
保

存
会
の
方
々
も
張
り
切
っ
て
「
三

番
叟
」
「
義
経
千
本
桜
」
「
一
の
谷

嫩
軍
記
」
「
太
閤
記
」

の
四
演
目

を
演
じ
、
盛
ん
な
声
援
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

交

通

事

故

を

防

ご

う

＝

朝

の

街

頭

指

導

＝

四
月
十
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の

六
日
間
、
児
童
・
生
徒
を
交
通
事

故
か
ら
守
ろ
う
と
、
朝
の
登
校
時

に
交
通
街
頭
指
導
が
行
わ
れ
ま
し

た
。指
導

に
は
、
交
通
安
全
母

の

会
・
学
校
の
先
生
・
役
場
職
員
等

が
あ
た
り
、
登
校
す
る
皆
さ
ん
に

「
車
に
気
を
付
け
て
」
と
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
何
気
な
く
通
っ
て
い
る

道
路
に
も
油
断
で
き
な
い
箇
所
が

あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
に
は
十
分

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

助

役

・
収

入

役

決

ま

る

助
役
に
葛
西
氏
・
収
入
役
に
は
大
嶋
氏

葛

西

崇

氏

青
森
市
出
身

三
十
七
才

こ
の
度
、
青
森
県
庁
を
退

職
し
、
佐
井
村
助
役
を
拝
命

致
し
ま
し
た
。

佐
井
村
の
長
い
歴
史
、
伝

統
を
大
事
に
し
、
自
ら
の
地

域
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な

村
づ
く
り
、
村
の
活
性
化
の

た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

大

嶋

拓

造

氏

原
田
在
住

六
十
二
才

こ
の
度
、
皆
様
の
ご
推
挙
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、収
入
役
の
重
責

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
が

果
し
て
、こ
の
重
責
を
全
う
す
る

こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
正
直

申
し
上
げ
て
不
安
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
お
引
き
受
け
し
ま

し
た
上
は
、会
計
機
関
と
し
て
の

重
責
を
全
う
す
る
た
め
、
皆
様

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が

ら
精
一
杯
努
力
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。何
卒
、
皆

様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



き

れ

い

に

な

り

ま

し

た

身
障
者
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

古
佐
井
橋
・
大
佐
井
橋
清
掃
奉
仕

四
月
七
日
早
朝
小
雨
の
中
、
佐

井
村
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

（
会
長

若
山
正
）
で
は
、
古
佐

井
橋
、
大
佐
井
橋
の
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
福
祉
協
議
会
の

事
業
の
一
環
と
し
て
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。
冬
の
間
に
た
ま
っ
た

土
ぼ
こ
り
も
き
れ
い
に
取
り
除
か

れ
、
道
行
く
人
も
す
が
す
が
し
い

気
持
ち
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
ど
う
も
ご
く
ろ

う
さ
ま
で
し
か
。

新

し

い

ス

ク

ー

ル

バ

ス

お

目

見

え

四
月
か
ら
、
小
学
校
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

前
の
バ
ス
よ
り
も
少
し
大
き
め

で
四
十
七
人
乗
り
で
す
。

皆
さ
ん
も
利
用
す
る
事
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
大
切
に
利
用
し
ま

し
ょ
つヽ
。

診療所の
新しい先生です

佐
井
診
療
所
長

吉
岡

秀
樹

先
生

この度、佐井診療所に着任

した吉岡です。

総合医として皆様の健康管

理の手助けが出来ればと思っ

ています。

私一人で皆様に対して出来

ることには限界がありますが、

幸い大間病院の協力が得られ

やすい状態にありますので、

検査、入院などで連絡を取り

合いながら進めて行きたいと

思います。

どうぞ、よろしくお願いし

ます。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
Ｉ・

役
場
財
政
課

税
務
係

宮
澤

淳
允

役場職員として、佐井村のお

役にたてるように頑張ります。

よろしくお願いします。

役
場
住
民
福
祉
課

保
健
衛
生
係

山

本

尚

樹

允

佐井村に骨をうめるつもりで帰っ

てまいりました。

早く仕事を覚えて一人前に役に立

てるように頑張りたいと思います。

役
場
住
民
福
祉
課

住
民
係

宮
野
奈
々
子
で

住
民係の宮野です。不慣れでみ
なさんにご迷惑をおかけしていま
すが、一日も早く仕事になれるよ
う、一生懸命がんばりますＯどう
ぞよろしくお願いします。

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
す
な
ろ

大

坂

淳

子

士

あすなろ刎 動く事 になりました大坂 です。

分 か らな い事 ばか り です が 、高齢 者

の皆 様 に 良 い サ ービ ス が で きる 様 頑

張 ります ので よろし くお 願い し ます。



佐

井

診

療

所

か

ら

お

知

ら

せ

患
者
輸
送
及
び
へ
き
地
診
療
の

曜
日
が
、
４
月
第
三
週
よ
り
次
の

よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

○
患
者
輸
送

・
月
曜
日
・
木
曜
日

駟

・
月
曜
日
・
金
曜
日

○
へ
き
地
診
療

・
牛
滝
診
療
所
は
変
更
な
し

・
福
浦
・
長
後
診
療
所

金
曜
日
和
木
曜
日

行

政

相

談

を

ご

利

用

下

さ

い

総
務
庁
は
、
本
村
の
行
政
相
談

委
員
に
大
石
健
次
郎
氏
を
四
月
一

日
付
け
で
委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期

は
二
年
間
で
す
。

村
民
の
み
な
さ
ん
が
毎
日
の
暮

ら
し
の
中
で
、
行
政
の
行
う
仕
事

に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
意
見
な

ど
が
あ
っ
た
と
き
、
も
っ
と
も
身

近
か
な
相
談
相
手
に
な
る
の
が
相

談
委
員
で
す
。

○
苦
情
を
直
接
申
し
出
に
く
い

○
ど
こ
へ
申
し
出
た
ら
よ
い
か
わ

か
ら
な
い

○
苦
情
を
申
し
出
た
が
そ
の
措
置

に
納
得
で
き
な
い

○
処
置

が
ま

ち
か
っ
て

い
る

な
ど
の
場
合
、
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

相
談
方
法
は
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。

ま
た
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘

密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
で

す
。ま
た
、
受
け
た
相
談
は
そ
れ
ぞ

れ
の
事
例
や
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見

を
そ
の
後
の
行
政
運
営
に
生
か
す

と
い
う
大
切
な
役
目
も
担
っ
て
い

ま
す
。
相
談
の
あ
る
方
は
、
大
石
健
次

郎
さ
ん

（
長
後
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

三
八
－

五
四
二
二
へ

車

両

系

建

設

機

械

運

転

技

能

講

習

の

実

施

に

つ

い

て

出
稼
労
働
者
対
象
の
車
両
系
建

設
機
械
運
転
技
能
講
習
の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
習
は
、
機
械
体
重
が
三

ト
ン
未
満
と
三
ト
ン
以
上
の
二
種

類
が
あ
り
、
県
が
出
稼
労
働
者
の

雇
用
機
会
の
拡
大
及
び
労
働
安
全

の
確
保
を
図
る
た
め
、
受
講
料
を

県
で
負
担
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。日
時
、
場
所
、
受
講
資
格
な
ど

の
詳
し
い
こ
と
は
、
住
民
福
祉
課

住
民
係
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

精
神
保
健
相
談
窓
口
及
び

老
人
精
神
相
談
窓
口
の
開
設
に
っ
い
て

む
つ
保
健
所
で
は
、
精
神
保
健

に
関
連
し
た
健
康
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

心
の
健
康
面
で
気
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
老
人
性
痴
呆
（
ボ
ケ
）
、

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
等
の
相
談
に
応

じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
の
日
時
や
場
所
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

※
ま
た
保
健
所
で
は
、
ボ
ケ
症

状
等
問
題
行
動
が
あ
っ
て
診
断
が

つ
い
て
い
な
い
人
を
、
精
神
科
の

先
生
と
保
健
婦
が
直
接
訪
問
す
る

。在
宅
ケ
ア
ガ
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。詳
し
く
は

む
つ
保
健
所

二
四
ｉ
一
二
三
一

佐
井
村
住
民
福
祉
課

三
八
上

一
一
一
一

今月の休診日

９日 第２火曜日

２３日 第４火曜日

＝佐井診療所＝



＝
山
菜
採
り
の
皆
さ
ん
へ
＝

遭
難
に
ご
注
意
を
！

気
温
も
徐
々
に
あ
が
り
、
山
菜

採
り
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

連
休
中
に
は
家
族
そ
ろ
っ
て
、

と
い
う
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
楽
し
い
は
ず
の
山
菜

採
り
も
、
一
歩
間
違
え
る
と
大
変

な
事
に
な
り
ま
す
。

昨
年
の
青
森
県
の
遭
難
の
発
生

数
は
十
二
件
、
う
ち
無
事
に
救
出

さ
れ
た
方
や
負
傷
し
て
救
出
さ
れ

た
方
が
十
名
で
、
不
幸
に
し
て
亡

く
な
ら
れ
た
方
が
三
名
で
す
。

ま
た
、
捜
索
の
述
べ
日
数
は
二

十
六
日
、
捜
索
人
員
に
到
っ
て
は

千
四
百
六
十
八
人
と
、
か
な
り
の

迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
ず
、
大
切
な
こ
と
は
日
暮
前

に
は
必
ず
下
山
す
る
こ
と
。
そ
し

て
、
も
し
迷
っ
て
も
二

こ
二
日
は

し
の
げ
る
食
糧
や
衣
服
を
持
つ
こ

と
で
す
。
左
の
表
に
確
認
事
項
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
守
っ
て

楽
し
い
山
茱
採
り
を
し
ま
し
よ

も

し

迷

っ

て

し

ま

つ

た

ら

・
：

万
が
一
に
、
迷
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
、
む
や
み
に
動
き
回
る
の
は

危
険
で
す
。

ま
ず
、
笛
を
持
っ
て
い
た
ら
、

鳴
ら
し
て
辺
り
の
人
に
知
ら
せ
ま

し
ょ
つヽ
。

も
し
、
辺
り
に
人
が
い
な
い
場

合
は
、
救
助
か
来
る
ま
で
待
っ
た

方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
た
め

に
は
、
必
ず
出
か
け
る
前
に
だ
れ

か
に
行
先
を
お
し
え
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
県
警
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
出
動
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い

の
で
次
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
と

早
目
の
救
出
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
山
の
色
と
正
反
対
の
目
立
つ

色
の
服
装
を
す
る
。

・
障
害
物
（
樹
木
な
ど
）
の
な

い
所
で
合
図
を
送
る
。

・
物
を
燃
や
し
て
煙
を
出
す
。

・
タ
オ
ル
や
衣
服
な
ど
白
っ
ぽ

い
物
を
振
る
。

・
反
射
材
（
鏡
）
な
ど
を
使
っ

て
合
図
す
る
。

お
問
い
合
わ
せ
先

・
大
間
警
察
署三
七
－
二
二
一
一

・
佐
井
駐
在
所三
八
上

一
二
一
八

１。体 調 は ？～山菜と 、自分の体、どちらが大

事！

２．天 気 は？～空模様、天気予報を確かめて！

３．衣 食 は ？～万一のため 、着替え・食料、忘れ

すに！

４．マッチ・ライターは？～遭難時、マッチ・ライター、使

い方次第

５．家族に連絡？～出かける前、家族に伝える、行

先・相手・帰宅時間！

※笛を持って行けば、迷いそうになった時、便利！

無理せす、日暮れ前には、下山せよ！

山菜よりも、大事な命、大切に！

来年のため、残しておこう、小さな芽！

献
血
に
こ
協
力
を
Ｉ・

村
内
に
お
け
る
献
血
治
動
に

つ
い
て
は
、
日
頃
よ
り
皆
さ
ん

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
移
動
採
血
車
の
巡
回

の
日
程
が
決
ま
り
、
献
血
を
実

施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
日

時
・
場
所
で
行
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
愛
の
献
血
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

・
日
時
五
月
二
十
五
日
（
木
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時

・
場
所
役
場
前
午
前
十
時
～
正
午
ま
で

ア
ル
ザ
ス
前

午
後
一
時
～
四
時
ま
で

廃
船
の
不
法
投
棄
防
止
に
つ
い
て

近
年
、
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
の
普

及
に
伴
い
、
今
後
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
プ

ビ
ン
ヤ
ー
ボ
ー
ト
等
の
廃
船
の

増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
海

上
保
安
庁
で
は
本
年
四
月
一
日

よ
り
全
国
一
斉
に
、
港
湾
等
に

不
法
に
投
棄
さ
れ
て
い
る
不
要

と
な
っ
た
船
舶
（
廃
船
）
に
「
廃

船
指
導
票

（
オ
レ
ン

ジ
シ
ー

ル
）
」
を
貼
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
廃
船
指
導
票
に
よ
る
指

導
に
従
わ
ず
、
貼
付
後
一
ヶ
月

以
内
に
適
正
な
処
理
が
な
さ
れ

な
い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
当

該
投
棄
者
を
検
挙
い
た
し
ま

す
。海
上
保
安
庁
で
は
、
廃
船
の

不
法
投
棄
の
撲
滅
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。



教

育

だ

よ

り

こ
の
春
、
村
内
の
小
中
学
校
に

転
任
さ
れ
た
新
し
い
先
生
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

・佐井小学校
講
師

飯

田

由
佳
利

新
採
用

校
長

佐

藤

誠

第
一
川
内
小
か
ら

糞
護
教
諭

新

田

久
美
子

磯
谷
小
か
ら

・原田小学校

・磯谷小・中学校

校
長

工

藤

軍

治

川
内
中
か
ら

教
頭

＝一

浦

義

孛

小
田
野
沢
中
か
ら

教
諭

東

と

せ

田
名
部
中
か
ら

講
師

菊

池

江
美
子

新
採
用

講
師

倉

本

み
ゆ
き

新
採
用

教
頭

東

義

星

近
川
中
か
ら

・長後小・中学校

・福浦小・中学校

教
頭

北

上

昭

雄

む
っ
中
か
ら

教
諭

岡

田

順

子

易
国
間
小
か
ら

教
諭

平

原

隆

夫

大
湊
小
か
ら



教
諭

奈

良

眞

悟

大
平
中
か
ら

教
諭

中

村

雅

之

脇
野
沢
中
か
ら

敦
諭

佐
々
木

栄
理
子

川
内
中
か
ら

・牛滝小・中学校

・佐井中学校
校
長

川

端

亜

喜

男

佐
井
中
教
頭
よ
り
昇
任

教
頭

越

前

仁

大
湊
中
か
ら

講
師

今

寺

浩

朗

大
間
中
か
ら

講
師

板

谷

誠

子

磯
谷
中
か
ら

日
常
の
生
活
で
身
に
つ
け
た

技
術
や
技
能
を
生
か
せ
る
場

「
芸
術
」
や
「
文
化
」
と
い
う
と
、

ど
こ
か
高
尚
で
難
解
、
堅
苦
し
い
と
思

わ
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
よ

う
か
。
し
か
し
、
長
い
間
焙
わ
れ
て
き

た
芸
術
や
文
化
は
、
わ
た
し
た
ち
の
身

近
な
と
こ
ろ
Ｉ

つ
ま
り
、
日
常
の
生

活
の
な
か
で
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
も

の
で
す
。

今
回
紹
介
す
る
文
化
支
援
・
ガ
イ
ド

ボ
ーフ
ン
テ
ィ
ア
は
、
自
分
の
趣
味
や
仕

事
、
学
習
で
得
た
技

術
・
技
能
な
ど
、
日

常
の
生
活
で
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
身

に
つ
け
た
こ
と
を
生
か
し
て
で
き
る
ボ

ーフ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
つ
で

す
。

地
域
で
行

わ
れ
る

文
化
的
活
動

を
バ
ッ

ク
ア
ッ

プ

ま
ず
、
文
化
支
援
の
ボ
う
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
な
か

に
息
づ
い
て
い
る
文
化
を
大
切
に
し
よ

う
と
い
う
気
持
ち
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
実
際
の
活
動
は
、
地
域
の
美
術
館

や
博
物
館
な
ど
で
、
学
習
会
や
交
流
会

を
開
く
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
展
不
や

催
し
物
を
開
く
と
き
に
、
館
内
の
案
内

を
し
た
り
す
る
な
ど
、
文
化
的
な
活
動

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
身
近
な
例
で
は
、
地
域
の
二
と

匚
詳
し
い
お
年
寄
り
や
主
婦
が
、
于
ど

も
た
ち
匚
賈
話
や
民
話
を
話
し
た
り
、

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
り
す
る
活

動
も
あ
り
ま
す
。

一
方
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表

的
な
活
動
は
、
名
所
・
旧
跡
、
伝
統
行

事
の
説
明
な
ど
、
観
光
や
仕
事
で
き
て

い
る
外
国
人
や
日
本
人
に
情
報
を
提
供

を
し
て
い
る
通
訳
ガ
イ
ド
で
す
。
ま
た
、

動
物
園
や
水
族
館
な
ど
回
対
す
る
正
し

い
理
解
ご
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
園
内
で
動
物
の
生
態
な
ど
を
説
明

し
た
り
、
来
園
者
と
一
緒
回
動
物
の
観

察
を
し
た
り
す
る
活
動
が
あ
り
ま
す
。

地
域
社
会
を

よ
り
豊
か
に
す

る
活
動

こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

る
人
は
、
年
齢
や
職
業
も
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
外
国
語
を
生
か
し
た
い
人
や
、
動

物
や
生
き
も
の
が
奸
き
と
い
う
人
た
ち

が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
な
か
に

は
、
初
め
て
の
人
も
い
ま
す
の

で
、
自
分
の
も
っ
て

い
る
関
心

や
技
術
を
ベ
ー
ス
に
、
必
要
が

あ
れ
ば
勉
強
し
た
り
、
情
報
を
集
め
た

り
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
趣
味

や
特
技
を
発
揮
す
る
場
、
あ
る
い
は
お

年
寄
り
に
と
っ
て
の
。生
き
が
い
の
場
”

と
い
う
一
面
も
も
ち
な
が
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
角
度
で
文
化
を
支
援
し
地
域
社
会

を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
活
動
と
い

え
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
せ
っ
か
く
身
に
つ
け
た

刧
識
や
技
術
、
趣
味
や
特
技
な
ど
を
自

分
の
な
か
だ
け
で
眠
ら
せ
て
い
た
り
、

く
す
ぶ
ら
せ
た
り
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
。



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

新
入
学
児
童
の
家
庭
訪
問

「
交
通
安
全
は
家
庭
が
６

」

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会
で

は
、
例
年
、
入
学
式
前
後
に
新
入

学
児
童
へ
登
下
校
の
安
全
歩
行
の

指
導
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

四
月
六
日
の
入
学
式
前
夜
、
佐

井
に
来
ら
れ
て
間
も
な
い
野
宮
部

長
さ
ん
、
新
会
長
の
東
出
さ
ん
、

書
記
の
島
野
さ
ん
の
三
人
が
、
ピ

カ
ピ
カ

の
一
年

生
を
訪

問
、
「
車
に
気
を
付
け
て

学
校
へ
通
っ
て
下
さ
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ

の
時

に
、
ヤ

ク
ル

ト
・
児
童
向
け
の
交
通
安

全
チ
ラ
シ
・
く
つ
や
ジ
ャ

ン
パ
ー
に
つ
け
る
反
射
材

等
を
手
渡
し
ま
し
た
。

「
交
通
安
全
は
家
庭
か

ら
」
で
す
。
み
な
さ
ん
、

こ
の
言
葉
を
忘
れ
ず
に
、

事
故
の
な
い
明
る
い
毎
日

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

５ 月１日現在

交通事故死ゼロ

４
，
２０４
日

報
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日

四
千
百
八
十
二
日
達
成
！

佐
井
村
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
の
日
が
四
月
七
日
に
、
つ
い

に
今
ま
で
の
四
千
百
八
十
一
日

を
突
破
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
死
亡
事
故
の

な
い
明
る
い
村
づ
く
り
に
、
村

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
会
長
あ
い
さ
つ

母
の
会
々
長

東

出

ミ

ヤ

昭
和
五
十
四
年
八
月
二
十
一

日
、
佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会
が

発
足
し
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
十

七
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

初
代
山
崎
ア
イ
子
会
長
、
松
谷

三
枝
会
長
と
、
大
き
く
立
派
に
築

き
上
げ
ら
れ
た
、
交
通
安
全
毋
の

会
の
そ
の
後
を
、
私
の
よ
う
な
不

肖
な
者
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
、
任

務
の
重
さ
と
不
安
で
身
が
引
き
し

ま
る
思
い
で
す
。

さ
て
、
先
日
、
つ
い
に
目
標
で

あ
っ
た
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日

四
千
百
八
十
二
日
を
無
事
突
破
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

偏
に
村
民
一
人
一
人
、
そ
し
て
交

通
安
全
母
の
会
々
員
の
交
通
安
全

に
対
す
る
熱
意
あ
る
御
協
力
の
賜

物
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。こ
れ
か
ら
、
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
が
五
月
十
一
日
か
ら
二
十

日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動

に
先
立
っ
て
、
佐
井
村
交
通
安
全

母
の
会
で
は
「
新
入
学
児
童
を
交

通
事
故
か
ら
守
ろ
う
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
に
、
四
月
十
日
か
ら

四
月
十
五
日
ま
で
の
街
頭
指
導
、

二
十
日
ま
で
の
下
校
時
の
安
全
歩

行
の
お
手
伝
い
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
母
の
会
、
小
中
学
校
の
先

生
方
、
役
場
職
員
、
婦
人
会
の
ご

協
力
の
元
で
、
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年

生
の
「
お
は
よ
う
」
の
挨
拶
が
交

わ
さ
れ
、
こ
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
情

景
に
思
わ
ず
う
れ
し
さ
が
こ
み
上

げ
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
一
人
一

人
が
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

こ
そ
成
り
立
つ
無
事
故
で
す
。

我
家
か
ら
交
通
事
故
を
出
さ
な

い
よ
う
に
、
家
族
皆
ん
な
で
今
日

の
出
来
事
を
夕
食
を
囲
み
な
が
ら

話
し
合
い
、
明
日
へ
の
励
み
に
し

た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
悲
惨

な
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
村
で

あ
り
た
い
と
心
に
念
じ
、
こ
れ
か

ら
の
交
通
安
全
活
動
を
続
け
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
村
民
の
皆
様
の
交
通

安
全
に
対
す
る
熱
意
の
あ
る
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

か
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。



子
供
を
交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
し
よ
う

春
の
陽
射
し
を
受
け
て
身
も
心

も
さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し

た
。街
を
走
る
車
の
流
れ
も
早
く
な

り
、
小
回
り
の
き
く
バ
イ
ク
や
自

転
車
の
通
行
も
多
く
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
例
年
交
通
事
故

の
多
発
、
中
で
も
子
供
が
犠
牲
と

な
っ
て
い
る
交
通
事
故
が
四
月
以

降
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
昨
年
一
年
間
の
中
学

生
以
下
の
子
供
の
事
故
を
み
て
み

ま
し
ょ
う
。

平
成
六
年
中
の
死
者
数
は
六

人
、
傷
者
数
は
九
一
七
人
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
大
き
な
特
徴

と
し
て
は
、

・
小
学
校
低
学
年
、
特
に
小
学
一

年
生
の
死
傷
者
が
多
い
。

・
車
両
の
直
前
直
後
の
横
断
等
の

ル
ー
ル
違
反
に
よ
る
も
の
が
見

受
け
ら
れ
る
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

次
に
子
供
に
は
、

・
一
つ
の
こ
と
に
注
意
が
向
く
と

ま
わ
り
が
目
に
入
ら
な
く
な

る
。

・
目
線
が
低
い
た
め
視
野
が
狭
く

な
る
。

・
大
人
に
対
す
る
依
存
心
が
強
く

家
族
と
一
緒
の
時
は
特
に
周
囲

の
注
意
力
を
欠
く
傾
向
に
あ

る
。

な
ど
の
特
性
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
特
性
を
見
極
め

て
、
大
人
の
責
任
と
義
務
と
し
て

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
よ

『
運

転

者

の

皆

さ

ん

』

・
子
供
の
動
静
に
十
分
注
意
し
、

予
測
運
転
に
心
が
け
る
。

・
減
速
・
徐
行
の
思
い
や
り
の
あ

る
運
転
に
努
め
る
。

・
車
の
陰
か
ら
の
飛
び
出
し
に
注

意
す
る
。

『
家

族

の

皆

さ

ん

』

・
道
路
を
歩
く
と
き
は
、
き
め
ら

れ
た
場
所
を
通
行
す
る
。

・
道
路
で
遊
ば
な
い
。

・
道
路
に
飛
び
出
さ
な
い
。

な
ど
を
子
供
に
注
意
す
る
。

新しい駐在さんです

佐井警察官駐在所
巡査部長

野 宮 慎 一 八

このたびの異動により、佐井

村に勤務させて頂くことになり

ました。

出身地は青森市で、妻、長男

（五才）同伴で赴任しました。

趣味は釣りです。

今回、当地に赴任するに際し、

先輩から「佐井は人情こまやか

で、歴史と伝統、さらに自然資

源に恵まれ、大変良い村だ」 と

聞かされ、喜んで着任しました。

今後、前任者同様に皆様方の

ご協力を頂き、事件・事故等の

ない明るい村づくりに努力をし

ていきたいと考えております。

どうぞよろしくお願いいたし

ます。

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況

（平成７年） 青 森 県 交 通 対 策 協 議 会

春の全国交通安全運動

実施期間 ５月１１日（木）～５月２０日（土）

スローガン

「カチツとベルト キチツとルール」

「無理しない 用心深さも 年の功」

運動の重点

１ シートベルト着用の徹底

２ 子供と高齢者の交通事故防止

（ ）内は前年。累計は１月からＯ速報値のため後日変更することがあります。

毎月１日は交通安全家庭の日 １０日、２０日、３０日は交通事故ゼロの日

カチッとベルト キチッとルール



保健婦だより

年に一度は

心と体の健診を！

五
月
痾
を
乗
り
奮
っ
て

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

八
十
八
夜
の
新
茶
が
出
回
り
、
野
山
は
新
緑
に
包
ま
れ
る
五
月
。
五

月
病
な
ど
心
の
健
康
に
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

五
月
と
い
え
ば
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
。
子
ど
も
の
囗
、
看
護
の

日
、
母
の
日
等
い
ろ
い
ろ
な
祝
日
、
記
念
日
も
あ
り
ま
す
。
休
み
が
続

き
心
も
浮
か
れ
が
ち
。
そ
こ
で
、
ご
自
分
や
ご
家
族
の
心
と
体
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

子

ど

も

の

日

無
言
の
サ
イ
ン
を
キ
ャ
ッ
チ

し
よ
う
。
子
ど
も
の
い
じ
め

「
今
日
、
も
っ
て
い
く
お
金
が

ど
う
し
て
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た

し
…
…
」
と
い
う
遺
書
を
残
し
て

自
殺
し
た
中
学
生
の
事
件
を
き
っ

か
け
に
、
い
じ
め
を
苦
に
し
た
子

ど
も
の
自
殺
が
次
々
に
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

い
じ
め
に
は
、
子
ど
も
の
発
す

る
無
言
の
サ
イ
ン
が
あ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
周
囲
が
そ
れ
に
気
づ
く

よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
を
も
っ
と

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
今
、
大
人
は
子
ど
も
た
ち
を

死
な
せ
て
は
い
け
な
い
／
」
そ
ん

な
や
さ
し
さ
と
強
い
意
思
で
子
ど

も
た
ち
に
接
し
た
い
も
の
で
す
。

鳳

㈱

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

家
庭
の
主
婦
の
健
康
診
断

こ
こ
で
は
、
母
の
日
を
き
っ
か

け
に
、
家
庭
の
奥
さ
ん
へ
の
健
康

診
断
の
お
す
す
め
で
す
。

こ
ん
な
調
査
が
あ
り
ま
す
。
夫

の
九
割
は
こ
の
一
年
間
に
健
診
を

受
け
た
が
、
妻
は
半
分
以
下
。
夫

は
企
業
健
診
の
普
及
な
ど
で
、
い

や
で
も
機
会
が
多

い
。
こ
れ
に
対

し
、
妻
の
場
合
は
市
区
町
村
の
老

人
保
健
法
に
あ
る
健
診
な
ど
が
あ

る
も
の
の
、
実
際
の
受
診
率
は
低

く
、
そ
の
結
果
、
自
分
の
血
圧
を

知
ら
な
い
人
が
夫
で
は
１１
％
な
の

に
、
妻
は
夫
の
二
倍
と
い
う

デ
ー

タ
も
あ
り
ま
す
。

で
は
、
佐
井
村
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
健
診
を
受
け
る
年
代
で
は
、

五
〇
～
六
〇
歳
代
の
女
性
の
方
が

多
い
よ
う
で
す
。

自
分
の
こ
と
は
二
の
次
に
し
て

家
族
の
健
康
を
気
づ
か
う
奥
さ
ん

の
気
持
ち
は
わ
か
り
ま
す
が
、
家

庭
は
奥
さ
ん
が
太
陽
。
病
気
に
で

も
な
れ
ば
、
家
庭
全
体
が
暗
く
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
と
、
ご
主
人
／
今
も
将
来

も
「
妻
は
元
気
者
、
働
き
者
」
な

ど
と
楽
観
的
な
の
は
禁
物
。
仕
事

の
目
配
り
、
気
配
り
と
同
じ
よ
う

に
、
奥
さ
ん
の
健
康
に
も
注
意
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
何
よ

り
の
”
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
”で
す
。

感

量

甼

日
頃
、
酷
使
さ
れ
て
い
る

肝
臓
に
い
た
わ
り
と
知
恵
を

Ａ
五
月
第
四
週
月
曜
日

か
ら
日
曜
日
ま
で
Ｖ

卸
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
研
究
財
団

が
創
立
十
周
年
を
記
念
し
、

一
九
九
一
年
よ
り
実
施
。
正

確
な
知
識
の
普
及
に
よ
り
、

肝
炎
・
肝
臓
病
の
征
圧
を
め

ざ
す
。

肝
臓
は
重
さ
約
一
・
五
キ
ロ
グ

ラ
ム
、
体
内
で
最
大
、
最
重
量
の

血
潮
に
満
ち
た
臓
器
。
右
上
腹
部

の
大
半
を
占
め
る
ほ
ど
の
大
き
さ

で
、
こ
れ
が
壊
れ
た
と
き
の
怖
さ

は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
肝
臓
。沈
黙
の
臓
器
”

と
も
い
わ
れ
、
酷
使
さ
れ
て
い
る

わ
り
に
は
容
易
に
ネ
を
上
げ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
限
界
が
く
る
と
最

後
に
は
爆
発
し
ま
す
。
そ
う
な
ら

な
い
た
め
に
も
、
肝
臓
。大
切
学
ガ

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
ま
ず
お
酒
。
最
低
週
一
回
の
休

肝
囗
を
守
る
。

②
肝
臓
の
細
胞
は
魚
や
卵
、
豆
な

ど
の
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
が
大

好
き
。

③
食
後
は
で
き
れ
ば
ゴ
ロ
寝
し
て

肝
臓
を
休
ま
せ
る
。

④
薬
の
乱
用
も
禁
物
。

５

月

の

保

健

事

業

昌

づ

康
相
談

日

鈴

七

丿

符

簡

３０２
９ ８
犬

午
前
９

時
～
１２
時

場
所

役
場

健
康
相

談
室

電
話

で
の
相
談

も
受
付

け
し
寸

す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

２
日

㈹

子
宮

が
ん
・
乳

が
ん
棆

診

場
所

ア
ル

ザ
ス

受
付

時
間

午
後

１２
時
３０
分
？

１３
時
３０
分

複
合
検

診
（
基
本
健
康
診
査

・
胃

腸
病
検

診
・
大
腸
が
ん
検

診
・

肺
が

ん
検

診
・
結
核
検

診
）

２３
日
㈹

古
佐
井

地
区

対
象

場
所

ア

ル

ザ

ス

２４
日
水

原
田

地
区

対
象

場
所

原
田

地
区

生
活
改
善

セ

２５
日
水

矢

越
地
区
対
象

場
所

矢

越
地
区
生
活
改
善

セ

ン
タ
ー

２６
日
㈲

磯
谷

地
区

対
象

場
所

磯
谷

地
区

漁
民
研
修

セ

３１
日
水

大
佐
井

地
区

対
象

場
所

ア
ル
ザ
ス

受

付
時
間

午
前
５
時

～

※
対
象
地
区
を
決

め
て

い
ま
す
が
、



わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
わ
か
っ

て
い
な
い
の
が
自
分
自
身
の
か
ら

だ
の
健
康
で
す
。

基
本
健
康
診
査
は
、
近
年
の
循

環
器
疾
患
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
病
気
を
中

心
に
早
期
発
見
を
し
、
運
動
や
食

生
活
を
け
じ
め
生
活
習
慣
の
改
善

へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
第
一
の
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
社
会
に
伴
い
ま

す
ま
す
増
加
傾
向
に
あ
る
が
ん
は
、

診
断
と
治
療
の
進
歩
に
よ
り
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
す
れ
ば
致
命

的
な
病
気
で
は
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
タ
バ
コ
、
ア

ル
コ
ー
ル
、
ス
ト
レ
ス
、
睡
眠
不

足
、
運
動
不
足
・
…

現
代
人
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
こ
ん
な
に
も

遺
伝
子
を
傷
つ
け
る
危
険
因
子
で

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
傷
つ
い

た
遺
伝
子
は
や
が
て
変
異
に
よ
っ

て
が
ん
な
ど
の
病
気
を
引
き
起
こ

す
要
因
に
な
り
ま
す
。

細
胞
が
が
ん
細
胞
に
な
り
、
早

期
が
ん
の
状
態
に
な
る
ま
で
、
十

上

二
十
年
か
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

が
ん
の
発
病
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
は
、

こ
の
十
～
三
十
年
の
歳
月
を
ど
の

よ
う
に
過
ご
す
か
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
五
月
も
各
地
区
で
検
診
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
健
康
な
か
ら
だ
の
今

だ
か
ら
こ
そ
検
診
に
足
を
運
び
、

か
ら
だ
の
状
態
を
知
る
だ
け
で
な

く
今
一
度
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

が
ん
に
つ
い
て
知
ろ
う
／

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
Ｑ
＆
Ａ

普
段
、
よ
く
『
○
○
が
ん
』
と

囗
に
し
ま
す
が
、
そ
の
『
が
ん
』

に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
人
は
少
な

い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
胃
が
ん
・

大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
に
つ
い
て
Ｑ

＆
Ａ
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

胃
が
ん
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ 早期発見がむずかしいがんが
あると聞きましたが………。

Ａ
一般に 、胃の上部にできたが

んは早期に発見される率が低くな

っています。これは、検査の手技

上どうしても困難であることが原因になって

いると考えられます。

また、“スキルス胃かん”といって、胃の

壁へ細かくもぐり込むような形で胃全体に広

がっていくタイプは。早期発見は困難です。

胃がんは、外来より検診で発見さわた人の

方が早期かんが多く 、手術後の生存率が嶌い

と言われています。

Ｑ 胃がんはなぜ
男性に多いのですか。

Ａ
胃がんにかかる率からみると、

男性は女性の約１．８６ です。第一

にあげられる理由は、男性のほう

が喫煙者が多いという点です。さらに，男性

は強い酒をストレートで飲んだり，大食い・

早食いの傾向があること，また，緑黄色野菜

や乳製品のとり方が少ないことなどが原因と

考えらオ１ています。つまり 。食事内容や生活

の不摂生など，ライフスタイルそのものが，

がんを招きやすくなっていえるといえます。

大
腸
が
ん
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ大腸がんの精密検査は、どんなときに
受けなければならないのでしょうか？

Ａ
便潜血反応検査で陽性になった

場合はもちろんですが，それ以タト

でも ，痔の出血（内痔核），鉄欠

乏性貧血，毎日の排便習慣の変化など，ちよ

っとした症状でも大腸がんの可能性のあるも

のは，精密検査を行います。また最近は高齢

者の大腸がんが増えていますから ，高齢者の

便通異常でも，大腸かんを疑って精密検査を

行います。検査はそれほど大変ではありませ

ん。

Ｑ 下痢や出血があっても便潜血反応
検査を受けても大丈夫ですか？

Ａ
下痢の便は取りにくいですが．

下痢は．大膓がんの初期疾状のこ

ともあります．芻便したほうがよ

いでしょう。

生理中は、血液が混じる可能性もありま

す。血液が混じれば、便潜血反応は陽性にな

ってしまいます。できれば 、検査日を変更し

たほうがよいでしょう。でも。とうしてもす

らせないようでしたら 、血液が混じらないよ

うに、十分注意して、採便しましょう。

肺
が
ん
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
夫が喫煙者だとタバコを吸わない妻も

肺がんになりやすいって本当ですか？

Ａ
本当です。タバコの先から立ち

昇ほる煙（副流煙）には、フィル

ターを通して吸引さ れる煙の約

５０倍もの発かん物質が含まれているといわ捫

ます。ですから、喫煙は、タバコを吸わない

周囲の人にも大きな影響をもたらします。た

とえば、夫が１日２０本のタバコを吸うと、吸

わない妻も 、非喫煙者を夫にもつ妻に比べて

２倍も肺がんになりやすいというデータかあ

ります。家族や周囲の人のためにも禁煙を。

Ｑ 男性の喫煙率が滅っているのに
肺がんが増えているのはなぜですか？

Ａ
最近の禁煙ムードの高まりの中

で、男性の喫煙率はついに６０％を

割りました。たいへん喜ばしいこ

とです。しかし、肺がんはいっこうに減るき

ざしを みせず、むしろ増える傾向にあります。

これは、禁煙の効果がはっきりとした形で現

れるまでには、きわめて長い時周がかかるか

らです。また、男性の喫煙者が減る一方で、

いま女性や若者の囘では逆に喫煙率力；上がる

傾向にありますから引き続き警戒力泌 要です。

当

日
都
合

の
悪

い
方

は
他
の
地

区

で
受
け

ら
れ
ま
す
。

１７
日
水

母
親

教
室

場
所

振

興
セ
ン
タ
ー
和
室

時
間

午
後

１
時
～
３
時

１８
日
水

リ
（

ビ
リ
教
室

場
所

あ
す
な
ろ

時
間

午
後

１
時
～
３
時

３０
日
㈹

乳
児

・
三
歳
児

健
診

場
所

振

興
セ
ン

タ
ー
和
室

受
付
時
間

午
後
１２
時

３０
分

～

１２
時
５０
分

対
象
（
乳

児
）
平

成
６
年

１０
月

生

平

成
７
年

１
月

生

平

成
６
年
５
～
７
月

生

且

歳
児
）
平

成
３
年
１０
～

１２
月

生



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｓ ０１７７－２３－２３７９

前
納
報
奨
金
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？・

納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
納

付
額
の
う
ち
到
来
し
た
納
期
に
係

る
納
付
額
に
相
当
す
る
金
額
の
税

金
を
納
付
し
よ
う
と
す
る
時
に
、

納
期
後
に
係
る
納
付
額
に
相
当
す

る
金
額
を
あ
わ
せ
て
納
付
し
た
場

合
に
は
、
未
到
来
分
の
納
税
額
の

百
分
の
一
に
、
納
期
前
に
係
る
月

数
（
十
五
囗
以
上
の
端
数
が
あ
る

場
合
に
は
、
一
月
）
を
乗
じ
て
得

た
額
の
報
奨
金
の
交
付
を
受
け
る

事
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
そ
の
額

が
五
十
円
未
満
で
あ
る
場
合
及
び

納
税
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
交
付
さ

れ
ま
せ
ん
。
（
国
民
健
康
保
険
税

は
、
目
的
税
と
な
っ
て
い
る
の
で

前
納
報
奨
金
の
交
付
の
対
象
外
で

す
。
）

税

務

署

の

処

分

に

不

服

が

あ

る

と

き

税
務
署
長
が
行
っ
た
処
分
に
不

服
が
あ
る
と
き
は
、
税
務
署
長
に

対
す
る
「
異
議
申
立
て
」
や
国
税

不
服
審
判
所
長
に
対
す
る
「
審
査

請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
、
仙
台
国
税
不
服
審
判
所
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
仙
台
国
税
不
服
審
判
所

昔
○
二
二
（
二
二

二

七
五
六
一

領

収

書

や

契

約

書

と

印

紙

税

私
た
ち
が
日
常
の
生
活
の
中
で
、

作
っ
た
り
も
ら
っ
た
り
す
る
文
書

の
中
に
は
、
領
収
書
や
不
動
産
売

買
契
約
書
な
ど
の
よ
う
に
、
印
紙

税
の
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

印
紙
税
は
、
印
紙
税
の
か
か
る

文
書
を
作
成
し
た
大
が
、
そ
の
文

書
に
定
め
ら
れ
た
額
の
収
入
印
紙

を
は
り
、
消
印
し
て
納
付
す
る
税

金
で
す
。
忘
れ
ず
に
印
紙
を
は
り

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
印
紙
税
の
か
か
ら
な
い

文
書
に
誤
っ
て
印
紙
を
は
っ
た
り
、

所
定
の
印
紙
税
額
以
上
の
印
紙
を

ば
っ
た
場
合
、
所
轄
税
務
所
長
に

そ
の
文
書
を
提
出
し
、
事
実
の
確

認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
誤
っ

て
は
っ
た
印
紙
税
額
の
還
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

税

制

改

正

に

つ

い

て

昨
年
の
税
制
改
革
法
案

の
成
立

な
ど
に
よ
り
、
所
得
税
等
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
七
年
分
の
所
得
税
か
ら
適

用

さ
れ
る
主
な
改
正
点
は
次
の
と

お
り
で
す
。

「
所
得
控
除
額
の
引
上
げ
な
ど
」

○
基
礎
控
除
額
が
こ
れ
ま
で
よ
り

三
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
そ
の
他
の
改
正
点

①
配
遇
者
控
除
や
扶
養
控
除
の

対
象
と
な
る
大
や
勤
労
学
生

控
除
が
受
け
ら
れ
る
人
の
合

計
所
得
金
額
要
件

②
白
色
事
業
専
従
者
控
除
額
の

引
上
げ

③
給
与
所
得
控
除
額
の
引
上
げ

①
税
率
の
改
政

⑤
政
党
等
に
対
す
る
寄
付
金
箱

控
除
制
度
の
創
設

⑥
年
末
調
整
の
対
象
と
な
る
給

与
の
収
入
金
額
が
二
〇
〇
〇

万
円
以
下
に
な
ど

【
特
別
減
税
】

○
ま
た
、
平
成
七
年
分
所
得
税
に

つ
い
て
は
そ
の
所
得
税
の
額
の

一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る

金
額
（
限
度
五
万
円
）
が
控
除

さ
れ
ま
す
。

平

成

七

年

分

所

得

税

の

特

別

減

税

の

あ

ら

ま

し

平
成
六
年
分
に
引
き
続
き
、
平

成
七
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
も

特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
特
別
減
税
は
、
平
成
七
年

分
所
得
税
の
納
税
者
に
対
し
て
、

原
則
と
し
て
、
年
税
額
の
一
五
％

相
当
額
（
最
高
限
度
額
五
万
円
）

を
納
付
す
べ
き
所
得
税
か
ら
控
除

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

実
施
方
法
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
給
与
所
得
者
と
公
的
年
金

受
給
者
に
つ
い
て
は
、
年
二
回
に

分
け
て
調
整
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
方
は
、
平
成
七
年
に
納
付
す

る
予
定
納
税
額
の
減
額
又
は
確
定

申
告
に
よ
り
適
用
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

＜前納報奨金算 出例≫

年 税 額１６０，０００円、１～ ４期 分 各４０，０００

円 の納税者 が４月２０日に全額納付し た場 合

（４月３０日、 ６月３０Ｈ、 ８月３１日、１２月

２６日を納期限 とする）

第１期分

Ｏ（納付 日に係る納期限 までは、後 の納

期ではないので前納 に該当し ない）

第 ２期分

４０、０００円×蟲 × １月＝４００円

（４月２１日から起算して５月２０日で１月、

残り３０日 までの１０日分は切 り捨て）

第 ３期分

４０，０００円×蟲 × ３月＝１，２００円

第４期分

４０，０００円×蟲 × ７月＝２，８００円

計 ４，４００円（前納報奨金）

なお、４月１５日以前に全額を納付した場

合は、第２期分、第３期分、第４期分の納

期限前に係 る月教が各々１月づつ増えるこ

とになり、報奨金は５，６００円とな る。



税

を

滞

納

す

る

と

納
税
は
期
限
内
に
お
願
い
し
ま

す
。国
税
を
滞
納
す
る
と
、
納
期
限

か
ら
二
か
月
間
は
年
七
・
三
％
、

そ
れ
以
降
は
年
十
四
・
六
％
の
延

滞
税
が
加
算
さ
れ
、
思
わ
ぬ
負
担

に
よ
り
完
納
が
困
難
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
し
て

下
さ
い
。

ま
た
、
納
付
が
困
難
で
あ
る
旨

の
申
し
出
が
な
く
、
滞
納
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
財
産
の
差
押

え
等
の
滞
納
処
分
が
行
わ
れ
ま
す
。

納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場

合
に
は
、
お
早
目
に
最
寄
り
の
税

務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「

免

除

」
と
「

追

納

」

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
納

め
る
の
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

失
業
・
病
気
・
災
害
な
ど
で
収

入
が
減
っ
た
方
や
、
二
十
歳
以
上

の
学
生
で
本
人
に
収
入
が
な
く
、

麹
兀
の
収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準

以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
す
れ
ば

保
険
料
が
免
除
さ
れ
、
そ
の
期
間

は
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間
と
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
年
金
額
を
計
算
す
る

場
合
に
は
、
そ
の
期
間
は
保
険
料

を
納
め
た
場
合
に
比
べ
三
分
の
一

に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で

き
た
時
に
は
、
免
除
さ
れ
た
期
間

の
保
険
料
を
最
高
十
年
前
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
「
追
納
」
と
い
う
制
度
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
将
来
の

満
額
の
年
金
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
の
保
険
料
は
、
免
除

を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
に
、
そ

の
後
の
経
過
年
数
に
応
じ
て
一
定

の
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

平
成
七
年
度
の
一
年
間
の
免
除

を
受
け
る
に
は
五
月
末
日
ま
で
に

申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

納

付

組

織

に

加

入

し

ま

し

ょ

う

国
民
年
金
の
第

匸
万
被
保
険
者

は
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
人
と
違
い
、
自
分
で

各
種
の
届
出
や
保
険
料
の
納
付
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
「
役
場
が
遠
い
」

と
か
「
忙
し
い
」
「
つ
い
う
っ
か

り
」
と
い
っ
た
理
由
で
保
険
料
を

納
め
忘
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
時
効
に

な
る
と
、
後
で
納
め
る
こ
と
も
で

き
な
く
な
り
、
将
来
受
け
る
は
ず

の
老
齢
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
納
税
貯
蓄
組
合

や
婦
人
会
な
ど
の
納
付
組
織
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

新
緑

か
ら

初
夏
に

か
け
て
、

全

国

の
水
田

は
田

植
え

が
終

わ
っ
て

緑

一
色
に

な
り
ま
す

。
列

車
の
窓

か

ら
見

る
田
圃

風
景

は
、
日

本
の

初
夏

の
風

物
詩

と
い
え
ま

す
。

最
近
の

子
ど

も
（
特

に
都
会

の

子
ど

も
）

は
、
田

植
え

を
し
て

い

る
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
少

な
い
の
で
、
米
は
自
然
に
生

え
て
く
る
も
の
だ
と
思
っ
て

い
る
子
も
い
る
よ
う
で
す
。

た
し
か
に
田
植
え
が
機
械
化

さ
れ
、
連
休
な
ど
を
利
用
し

了
間
単
に
済
ま
せ
て
し
ま
う

の
で
、
見
る
機
会
も
減
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

ひ

と
昔

前
は
、
田

植
え

は
田

の

神

に
奉
仕

す

る
、

農
家

の
神
聖

な

一
大
行
事

で
し

た
。
早
乙

女

と
呼

ば
れ

る
女

性

た
ち
が
、

紺
が
す

り

の
着

物
に
赤

い
帯
、
赤

い
た

す
き

に
手
甲

・
脚
絆

、
新
し

い
菅
笠

と

い
う

装

い
で
、

並
ん
で
田

に
入

り

苗
を
植
え

ま
し

た
。

お
母
さ

ん
も
お

ば
あ

さ
ん

も
、

こ

の
と
き

ば
か
り
は
早
乙
女
で
す
。

大
勢

の
女

性
が
同

じ
格
好

を
し
て

横
に

並
ん
で
苗

を
植
え
て

い

く
様

は
圧

巻
で

し
た
。

し

か
し
、
実

際

は
水
田

に
入

っ
て

、
足

を
取

ら
れ

な
が

ら
の
作
業

な

の
で

重
労

働
だ

っ

た
の
で
す

。
い

ま
で

は
、

早
乙

女

に
よ

る
田

植
え

は
、
イ

ベ
ン
ト

と
し
て
行
わ

れ
て

い
る
程
度
で

す
。

秋
の
収

穫
を
迎

え

る
ま
で
、
米

は

八
十
八
回

平

が
か

か
る
と
い

わ

れ
て

い
ま
す
。
二

の
た

め
、
俳

句

の
季
語

に
も
田

植
え
以

外
に
、

代

掻
き
や
田
掻
き
、
田
草
取
り

な
ど
、
稲
作
に
関
係
の
あ
る

言
某
が
多
い
の
で
す
。

さ
て
、
五
月
は
「
消
費
者

月
間
」
で
す
。
物
を
売
っ
た

り
買
っ
た
り
す
る
消
費
に
つ

い
て
、
考
え
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
一
人
一
人
が

Ｊ
貝

い
消
費
者
”
と
な
り
、
悪
質
業
者

の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意

し
た
い
も
の
で
す
。



フォト
ライブ
ラリー

福

浦

歌

舞

伎

‥
四
月
十
日
‥

「家来ども、参れ参れー」

腐 張のまなざし…

義経千本桜での一場面

レ
「
ね
Ｉ
ね
Ｉ
、
か
し
こ

ま
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
」

レ
カ
い
っ
ぱ
い
の
熱
演
で
す
。

保
育
所
入
所
式
＝
四
月
一
日
＝

レ
み
ん
な
そ
ろ
っ
た
か
な
？

元
気
に
入
場
で
す
。

み

ん

な

で

い
っ

し

よ
に

Ｉ
・



小
・
中

学

校

入

学

式

＝
四
月
七
日
＝

レ
キ
ン
チ
ョ
ー

す
る
な
あ
。

△原田小は３年ぶりの入学式

レ
み
な
さ
ん

落
ち
つ
か
な
い
様
子

らしかう合似に私△

司
フ
レ
ー
フ
レ
ー

佐

井

中

―・

レ
今
日
か
ら
私
も

中
学
生
で
す
。

交
通
安
全
街
頭
指
導

司
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す

レ
右
み
て
・
左
み
て

卜
気
を
付
け
て

渡
り
ま
し
ょ
う
。



佃 煮 を

つ く つ て み よ う

古くなったノリの使い道

ノ
リ
の
大
敵
は
湿
気
で
す
。
一

度
し
け
て
し
ま
っ
た
ら
味
も
香
り

も
抜
け
て
し
ま
っ
て
元
に
は
戻
り

ま
せ
ん
。

湿
気
を
避
け
て
ノ
リ
を
保
存
す

る
に
は
、
缶
に
入
れ
て
密
封
し
、

冷
蔵
庫
に
保
管
す
る
と
、
ほ
ぼ
一

年
く
ら
い
は
し
け
ら
せ
な
い
で
保

存
が
で
き
ま
す
。
使
う
と
き
は
、

冷
蔵
庫
か
ら
出
し
、
し
ば
ら
く
室

内
に
お
い
て
、
容
器
が
室
温
と
同

じ
に
な
っ
て
か
ら
缶
を
開
け
ま

す
。
缶
が
冷
た
い
ま
ま
ノ
リ
を
取

り
出
す
と
、
空
気
中
の
湿
気
が
ノ

リ
に
つ
き
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
せ

っ
か
く
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
保
存
し

た
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。味
も
香
り
も
抜
け
た
う
え
に
し

け
て
し
ま
っ
て
も
、
ノ
リ
を
捨
て

る
の
は
も
っ
た
い
な
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
ノ
リ
の
佃
煮
を
作
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
半
帖
の
ノ

リ
を
大
き
く
ち
ぎ
り
、
目
の
細
か

い
ザ
ル
に
入
れ
ま
す
。
水
の
入
っ

た
ボ
ー
ル
に
ザ
ル
ご
と
つ
け
、
ノ

リ
が
ふ
や
け
る
ま
で
待
ち
ま
す
。

ふ
や
け
た
ら
、
軽
く
水
気
を
切
っ

て
下
さ
い
。

鍋
に
し
ょ
う
油
を
大
さ
じ
五
杯

酒
と
み
り
ん
を
各
大
さ
じ
二
杯
、

砂
糖
小
さ
じ
一
杯
を
入
れ
、
ノ
リ

を
入
れ
て
弱
め
の
中
火
に
か
け
ま

す
。
煮
た
っ
た
ら
（

シ
で
か
き
ま

ぜ
、
汁
気
が
な
く
な
る
ま
で
煮
ま

し
ょ
う
。
煮
る
と
き
に
赤
唐
辛
子

を
一
本
入
れ
る
と
、
風
味
が
出
ま

す
。
よ
く
冷
ま
し
て
か
ら
広
口
の

瓶
に
詰
め
て
ふ
た
を
し
、
冷
蔵
庫

で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
痛
み
や

す
い
の
で
四
・
五
日
に
一
度
は
煮

返
し
が
必
要
で
す
。

ノ
リ
の
油
焼
き
も
試
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
一
枚
の
ノ
リ
を
、
（

サ

ミ
で
八
枚
に
切
り
ま
す
。
つ
る
り

と
し
た
片
面
に
（

ケ
で
ご
ま
油
を

薄
く
ぬ
り
、
赤
唐
辛
子
の
粉
を
少

し
ふ
り
ま
す
。
ご
ま
油
を
ぬ
っ
た

ほ
う
を
二
枚
合
わ
せ
、
外
側
の
両

面
を
強
め
の
中
火
で
パ
リ
ツ
と
あ

ぶ
り
ま
す
。
ノ
リ
の
油
焼
き
は
、

酒
の
さ
か
な
に
も
い
い
一
品
で
す
。

平成７年国勢調査
本年１０月１日現在で、全国一斉に国勢調査が行われます。

国勢調査は、日本に住んでいるすべての方を対象とする国の最も基本的

な統計調査です。

この調査の結果は統計としてまとめられ、２１世紀に向けた各種の計画や

福祉対策、雇用対策、住宅対策、防災対策など、各種の行政を行うための

重要な基礎資料となります。

皆様のご協力をお願いします。

一 総 務 庁 統 計 局 一 青森県・市町村

戸籍の窓口
４月１４日現在

○お誕生おめでとう

館 脇 牛 耳（勝義）矢 越

佐 藤 安 夫 （ 昇 ）原 田

、田 中 寛 人（勝憲）福 浦

宮 田 大 地（康紀）原 田

館 脇 ヌ万 筋 （義則 大佐井

○ご結婚おめでとう

（鏡 正 幸 仙 形県）

福 田 朱 美 （磯 谷）

（木 部 邦 弘 （原 田）

港 則 子 （大畑町）

（ 中 村 一 信（古佐井）

成 田 知 子（横浜市）

（前 田 幸 則（山口県）

石 澤 純 子（古佐井）

（長 島 二三則（大佐井）

古 田 ひろみ（古佐井）

（加 藤 健 悦（川 目）

鳥屋部 顕 子（むつ市）

○おくやみ申し上げます

三上 士郎（トミョ）大佐井

角本 トキ（ 一男 ）大佐井

宮本 ふよ（ 正三 ）矢 越

大坂 功（ 雅子 ）大佐井

川岸 たみ（よし子）古佐井

中村喜代治（ 弘子 ）古佐井

若山千代藏（石戸松子）古佐井

宮川 輻一 （ 茂 ）矢 越

横浜 富良（ まつ ）磯 谷

氷個人のプライバシーを尊重する意味

で掲載してほしくない方は、届出の

際、係に申し出て下さい。

３ 月 ３１日 現 在 人 口

（前月比）

男 １，７３５（－１９）

女 １，７５２（－１２）

計 ３，４８７（－ ３１）

世 帯 数 １，０９７（－１２）
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